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日時：2007年 7月 6日（金）13：00開始･･･会議、研修会、懇親会 （31名参加） 

場所： ①会 議 ･･･万科上海研究所 

     ②研修会 ･･･上海建築科学研究院（省エネ建築試験棟）視察 

   ③懇親会 ･･･焼肉 栄    

 

【概要】 

 会議は幹事役の槙本上海世話役（上海扇港電機）の司会で、まず分科会・会長代理会社の伏見氏

（万科）の挨拶にはじまり、吉村総務委員長（上海森ビル）挨拶、そして事務局報告を林（事務局

長）よりいたしました。 

 事務局からは、‘07年度の総会･理事会・懇親パーティーの状況をご報告いたしました。引続き、’07

年度の訪中視察団の計画（10月中旬／瀋陽･ハルピン・北京）とお願い事項、そして秋季・講演会

（東京）のご協力要請をいたしました。中国分科会の皆様からは、積極的に支援する旨のご賛同を

頂戴しました。 

 その後、初参加の皆様（オブザーバー参加）の自己紹介、そして中国賛助会員及び常連のオブザ

ーバー参加の皆様方から近況報告をいただきました。 

 また次回の分科会については、秋のイベント等を勘案し、開催日＝8月 17＆18日、会場＝宝業

集団（紹興市／オブザーバー参加会社）の方向で計画することになりました。 

 

 後半は、貸切りバスで上海建築科学研究院の省エネ建築の試験棟を視察いたしました。上海万博

をにらみながらの各種実験をされているようでした。 

  

万科上海研究所での会議            上海建築科学研究院に到着 

 

 帰国後も、入会その他の問合せも数件いただいておりますが、最後に中国分科会に対する暖かい

励まし・応援の言葉を頂戴しましたので、メール原文にてご紹介いたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

中国の企業に出来るだけ紹介し、新規加入を勧めたく思っております。（正直、現在の活動内容を

みると、一回参加すれば、同協会の人脈もほぼ手に入れることが可能となりますので、日本、中国

ともに非会員の会社からの参加はオブザーバーの場合でも参加料を徴収して良いのではと個人的

に思いますが・・・。）また、弊社加入の件も本部に相談しておきます。（Ｋ．Ｉ氏） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 幹事役の槙本上海世話役様に御礼を申し上げます。 

（AH記） 

（関連記事：会報NO.169掲載予定）    


